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特別掲載

緒 言

各種寄生虫の卵子によつて肝臓に発生する病変は主と

して肝の吸虫類，就中日本住血吸虫卵の門脈枝内栓塞等

によるもので錮虫卵によつて病変を生ずることは甚だ稀

の様である． と同時に肝臓に虫卵性結節を招来するのも

肝の吸虫類特に 門脈系統に母虫の寄生する日本住血吸

虫，叉胆管に棲息する箆形二口虫等で鳥類では椋鳥住血

吸虫卵等もあるが人ではその他のものには殆んど認めら

れず僅かに錮虫卵に於て発見されるものである． 日本住

血吸虫卵の肝臓内門脈枝に栓塞するのは毎常にして之に

基因する病変中主要なのは虫卵性肝硬変，結節形成等で

ある．勿論急性期に於ける激烈な臨床症状は虫体の感染

後4-5週間目頃より現われ種々なる血液並びに造血臓

器の変化を伴うが特に肝臓に於いては肝細胞の限局性壊

死，濶濁腫脹等が認められるに過ぎない．斯くの如き特

有な急性症を数回繰り返えしたものは終には特有な慢性

症を招来してくる．即ち肝臓は卵子及び母虫による特有

なる肝硬変症を起し門脈系統に鬱血を起し終に腹水を来

たして鬱血性の牌臓肥大が起ると＇されている．組織内虫

卵による変化は白血球性集団によつて囲饒せられ，之に

結締織の増生を伴うものと卵子を中心として類上皮細胞

の分裂増殖を起し或は巨態細胞等を伴つて所謂異物性結

節を作るものとがあり此両者の変化は互に相移行し決し

て劃然たる区別があるものではないとし叉，其上卵子が

ー局所に止つている時期の長短によつても相違がある．

それに加えて卵子の幼若なるものと仔虫包蔵卵とによつ

て生ずる病変にも相違があるので組織に見られる変化は

種々様々である．肝臓に於ける病変も慢性期に於ては主

として虫卵性肉芽性炎で肝臓の表面は凹凸不平でやり硬

くて所謂寄生虫性肝硬変の病像を呈し， Laennec氏の肝

硬変又は梅毒の分葉肝に類似していて虫卵結節を中心と

してグリソン氏鞘は著明に増殖し胆管にも増殖肥厚があ

る．そして叉，実質細胞の壊死及び円形細胞浸潤を来た

すと云われている．

この様な病変は過去数多くの研究者達によつて報告ざ

れた日本住血吸虫症に関する研究に於ての肝臓病変のあ

らましである．斯くの如ぎ変化は肝臓に迷入することの

少い錮虫卵では差程の璽篤な変化はあげられてしない迄一

も程度の差はあれ大体同様変化を示すことが桂田 (1903)

片山(1904), 高安(1905),三宅(1924), 安楽(1934), 柿

崎(1952),黒岩 (1952)等によつて報告されている．只こ

れらの場合，虫卵の肝内侵入経路としての高安，三宅，桂

田等の血行説，安楽，柿崎等の胆道説更には淋巴行説が・

あるがそれらの侵大経路によつて生号する病変は異なつ

てくるのは当然であろう． しかし乍らこれらの場合でも

虫卵を中心とする反応そのものには大同小異で必ずと云’

つてよい程，虫卵結節形成更には結締織増生が生起され

ることは疑いのない所である．安楽(1934)は之等虫卵結

節を 4型に分ち可成り詳細に観察報告している．即ち，

第 1型は初期病変に属するもので胆管の 1側に限局性の

•小結節を作り主として淋巴球のみより成る結節で，第 2

型は結節が 1型より少しく大で中心部は類上皮細胞乃至

は幼若なる結締織細胞より成る．第 3型は第 2型より少

し旧く中心部は細胞成分に乏しく結締織線維，陳旧性結

締織細胞核，少数の類上皮細胞よりなる．第 4型は中心

部は膿瘍を形成し之を内線維層囲饒し膿瘍中に受精卵を

見るとしている．之等の所見は鯉虫卵迷入の 2例の症例

に於ける組織学的所見ではあるが非常に興味ある問題と

して受け取られる．勿論この場合胆道行説より見た結節

所見ではあるけれどもそれは兎も角更に経日的な追求に

ょって結節を追求することが可能ならば虫卵性結節の運

命に関して更に大なる貢献をなすものと信ずる．そこで

著者は前々報に於て報告した如く天野の二系性免疫論の

上に立脚した浜本理論 (1958)の立場に立つて免疫家兎肝

臓内に仔虫包蔵卵を注入したが，仔虫卵ニキスによつて

主として感作された間質結合織に於いて仔虫卵内より流
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出する抗原様物質との間に反応を惹起し単球結節の早

期，多量出現及び好酸球の浸潤する像を認め，之を単球

の反応を主とせるツベルクリン型反応を呈した比較的純

粋な管外性抗原抗体反応として報告したが本報に於ては

更にこの虫卵結節が如何なる過程を経るかを検索せんが

為免疫群，非免疫群の肝臓内にそれぞれ仔虫包蔵卵，

未熟卵を注入して経日的に肝に於ける虫卵結節更には結

締織増生を中心に病理組織学的に観察 し，免疫群に於て

アレルギー性の組織反応に類似せる組織学的所見を得た

ので之に報告する．

実験材斜及び方法

1. 使用動物体重約 2.5kgの成熟赤色眼健康雄性

家兎 19羽．

2. 使用鯛虫卵 イ）大阪市立屠殺場に於て採取した

生鮮豚鯛虫の子宮より可及的無菌的に採取した受精単細

胞期卵を之に蒸溜水を加えたシャーレに入れ， 27°cに予

め定温した孵卵器で約 4週間培養した．大体仔虫包蔵卵

となつた後 2-3週放置し細菌の繁殖を防止した後，顕

微鏡下で仔虫が卵殻内で套動するのを確認して後，実験

に供した．

ロ）生鮮豚錮虫の子宮より可及的無菌的に採取した受

精単細胞期卵．

3. 使用抗原生鮮豚錮虫の子宮より上記の如ぎ方法

で培養した仔虫包蔵卵を遠翼沈澱して何度も洗絲を行

い，顕微鏡にて大腸菌の存在を完全に否定し得る状態に

迄洗櫛を念密に行つて後虫卵のみを集め，予め定量した

少量の生理的食塩水を加えその一滴をピペットにて吸引

しスライドグラスに滴下し顕微鏡で虫卵数を算定す．そ

して 5嫡分を算定しその 1滴中の平均を出し 1cc中の

虫卵数に換算した後，生理的食塩水を加えた虫卵を予め

滅菌した乳鉢にて約 3時間磨滅す．．時々その磨滅液を顕

微鏡で調査し乍ら完全に卵殻の破壊され卵内物質の流出

する迄磨滅を続ける．完全に磨滅した後，乳鉢内の液に

一定量の生理的食塩水を加え，ホモゲナイザーにて約 5

分間 3回，回転させ均一化を図る．その均一化した液を

スピッツグラスに定量し乍ら分割注入し遠心分離器にて

'3,000回転 10分間遠心沈澱する． スピッツグラス最底

部の虫卵の残査のみを捨て上清全てを濶濁液として使用

(1 cc中約 5万個の仔虫包蔵卵内物質を含有）した．猶，

-0.5%の割に Carbolを加え氷室保存し用に臨んで使用

した．

4) 実験方法

イ）作製した銅虫仔虫包蔵卵ニキスを生理的食塩水に

て2倍に稀釈し健康家兎 1羽当り 25 ccを 1回注射量

とし週 3回計 10回耳静脈より注射し最終免疫後 10日目

にその免疫家兎を手術固定台に固定し，腹部の剃毛，消

毒を施行した後， 型の如く正中線切開を加え，腹壁皮

膚，筋肉，筋膜，腹膜の順に切開を加え，上腸間膜静脈

を露出させ，前々報に於て報告した予備実験で適当数で

あると判断した一定量 (10cc)の生理的食塩水内に培養

仔虫包蔵卵の 5万個を含む様に調整した液を，その部の

露出静脈内に 1.2カテラン針装填の注射器にて緩徐に長

時間を費して注入しその後，血管を結槃止血を行つた後

，閉腹した．

ロ）正常家兎群に予め錮虫単細胞期卵の 5万個を含む

様に調整した生理的食塩水含有液を前記方法にて開腹手

術し，上腸間膜静脈を露出させて後，注射器にて注入し

その後，血管を結槃止血し閉腹した．

ハ）経日的観察：仔虫包蔵卵注入群，単細胞期卵注入

群共に， 注入後， 10日， 15日， 1カ月， 2カ月， 3カ月

と経日的に実験家兎を撲殺し全身諸臓器，特に肝臓を肉

眼的に詳細に観察して後，オルト固定叉はホルマリン固

定をした．

猶，肝の固定標本は型の如くパラフィン切片となし，

ヘマトキシリン・エオジン染色， P.A.S.染色，アザン•

マロリ一染色， Giter染色を施して肝臓に於ける組織学

的観察を行つた．

実験成績

I) 仔虫包蔵卵エキス免疫家兎肝臓内仔虫包蔵卵注入

群

a) 注入後 24時間に於ける肝臓の肉眼的並びに組織

学的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の大含さ略 i常．硬度常．表面の色は赤褐色．表

面より微細白色点状物を辛うじて認め得る．割面は赤褐

色．圧出血量やゞ貧表面より観察し得た微細白色点状

物は割面に於ては殆んど認め得ず．叉，胆嚢及び胆管に

は著変を認めず．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞はやり腫脹し諸所に胞体が非常に淡明化した肝

細胞や，胞体の好酸性が著明に増加した好酸性細胞が認

められる．その様な肝細胞の核は著明に腫大したり叉，

非常に萎縮状となつた像の認められるもの等その核の性

状も種々である．星細胞は一般に腫脹増生し類洞は一

般に貧血状で内腔に集僚性に或は散在性に単球が増加，

出現している．仔虫卵はどの切片に於ても平均した数を／
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示し小葉間血管内及び類洞内に認められる.P.A.S. 染色

で卵内仔虫体表の顆粒状態及び仔虫形態が明瞭に綾察さ

れる.HE. 染色に於ては仔虫卵周辺殊に小葉間結合織

内に著明な単球を主とせる結節の多数出現すちのが認め

られる． この単球結節は任意切片中に虫卵を中心に或は

虫卵を認め得ない状態で小葉間結合織内に多数存在し仔

虫卵を中心とせる場合は特に仔虫卵の周囲の単球に混じ

て或は仔虫卵の卵膜に沿つて仔虫の存在に一致して中等

度の好酸球の浸潤が認められる．これら好酸球は所によ

ってはその好酸性顆粒を放出し；それがや._.,_線状に排列

を示している部が認められる．之等所見はP.A.S.染色，

ギムザ染色標本に於ても可成り明瞭に認められる．結節

構成細胞は仔虫卵に近く単球の著明な浸潤と之に混在し

て或はや入外側に組織球その他之に混じて外側結合織内

に好酸球の浸潤を見る．叉，之等はギムザ染色標本に於

ても上記の如き細胞により結節を形成している．叉，虫

卵周囲には未だ 24時間では好銀線維及び線維細胞の増

殖は未だ見られない．

切片上の仔虫卵でも P.A.S.染色， H.E.染色で卵内仔

虫の著明に顆粒状態の消失したもので極度の収縮状態に

あつて殆んど仔虫形態を認め得ないものヌ，卵膜の圧迫

され変形したもの或は同時にたまたま混入していた仔虫

卵以前の状態の卵即ち未熟卵の周囲ではその細胞反応形

式は異つており，虫卵の周囲には単球結節を認め得ず，

単に中等度の偽酸球の浸潤がありその他に軽度の組織球

或は軽度の単球の浸潤があるのみで好酸球は認め得な

かつた．叉，グリソン氏鞘は一般に増生を示している．

b) 注入後 10-15日に於ける肝臓の肉眼的並びに組

織学的所見．

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の大きさ略し常．碩度は常．表面の色は赤褐色．

表面より微細な白色点状物が辛うじて散見出来る．割面

は赤褐色で圧出血量やい多量．表面より観察し得た白色

点状物は殆んど認め得ず．叉，胆嚢，胆管には著変を認

めず． ． 

ロ）肝臓の組織学的練察

肝細胞索の排列は比較的整で，肝細胞は部分的に胞体

が可成り淡明化した細胞や，時に細胞膜のくずれた淡明

化細胞及び全く細胞体のくずれた多核白血球の浸潤を伴

う小壊死巣が見られる．そして之等壊死の部には線維の

増生が強い．之等の壊死は切片中では比較的少なくその

他には時に肝細胞が著明に萎縮状で類洞が著明に開大し

ている部がある．その他の肝細胞は殆んどが正常である．
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細胞核は大体に於て常で時にや立農縮状のものが見られ

る．叉，淡明化細胞では核の消失しているものも認めら

れる．中心静脈は比較的拡大して赤血球を充満し，小葉：

周辺部叉，時には小葉全体にわたつて著明な鬱血の認め

られる所がある．類洞は部分的に著明に開大して蛋白架．

状物を入れる所や，鬱血の著明な部，叉は正常の部も見

られる．星細胞は虫卵周辺では可成り増生している部が

あるが虫卵の認められない所でも可成りの腫大が認めら

れる．叉，類洞内には軽度に単球及び小円形細胞を入れ

る．小葉間結合織は虫卵の有無に拘らず一般に強い増生

を示し胆管増生並びに幼若結合織細胞の増生が認められ

る．時には可成り周辺部に向つて増生を示し小葉 1/3周

に迄達する線維の増生がある．その様な線維増生の部で

は細胞浸潤は殆んどなく小葉間血管には充血乃至は鬱血

を見る．仔虫卵は類洞内に認められるもの少数にして類

洞は拡張し時に仔虫形態の認められない卵膜のやい不明

瞭な卵を見るがそれらでは何等の細胞浸潤及び線維の増；

生が認められない．叉比較的仔虫形態の明瞭な仔虫卵で

は虫卵周囲に類上皮細胞，単球が集族的に認められその

外側に線維の増生のある部がありその様な部では肝細胞

は圧迫萎縮状である．

一方小葉間静脈内に見る仔虫卵は卵膜内の仔虫構造及

び卵膜は明瞭で卵膜に沿つて類上皮細胞及び単球の出~

がみられあたかもそれがラングハンス氏巨細胞を思わし

める観を呈する所見があり，卵の周辺には未だ可成り大

きな単球結節が残存しており，それらは中心部の卵の卵

膜に沿つて類上皮細胞もしくは単球が密着し内部には未

だ中心部は細胞成分のみでそのや入周辺に類上皮細胞，

組織球等があり結節内部にはあまり線維の増生はないが

最外層では軽度の線維増生があり結節を取り巻いてい

る．文小葉間結合織の近くの類洞内に存在する仔虫構造

の明瞭な仔虫卵の近くにも結合織の増生が軽度にあり之-

が小葉間結合織の方へ伸びている像も見られる．時に孤

立して類洞内に存在する仔虫卵も周辺に類上皮細胞，単

球，組織球，小円形細胞の浸潤がありその外側に線維の

増生が見られるがそれら線維の増生は差程強力でなく結

節内部には入り込んでいない．一方全く仔虫卵周辺部に

細胞皮応のないものも見られる．叉中心静脈に近い部で

中心が壊死に陥入り中心に近く類上皮細胞，単球，組織→

球，小円形細胞，少数の好酸球，より成る病変部がありそ

の外側に強い線維増生を認む．中には虫卵の表面及び内

部構造が均ーに淡紅染され周囲に類上皮細胞，単球，組0

織球が浸潤している部も認められる.P.A.S. 染色では可
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成り染色性は不規則である., アザン・マロリ一染色では

小葉間結合織は可成りの増生を示すが虫卵周囲の単球結

節内には入らず， 外側に若い線維が若干取り巻いてい

る．好銀線維も未だ結節内には入り込んでいない．

c) 注入後 1カ月に於ける肝臓の肉眼的並びに組織学

的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の大ぎさ，硬度共に常，表面の色は赤褐色．表面

より極めて微細な黄白色点状物が辛うじて少数乍ら散見

出来る．割面に於ては赤褐色で表面よりの点状物は全く

認められない．圧出血量は中等量．胆嚢，胆管には著変

を認めない．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索は比較的整で，肝細胞は一部に瀾濁腫脹や大

小不同，更には淡明化細胞も認められるが一般に常で，

肝細胞核も時に二核のものや，濃縮状のもの，消失した

もの等が見られるが一般的には常である．星細胞の肥

大，増生は殆んどなく虫卵周辺部にのみ認められる．類

洞は肝細胞のi厨濁，腫脹した部では極めて狭小となり不

明瞭となつた所もある．鬱血は殆んど認められない所

ゃ，ゃい強い茄もある．中心静脈は拡張し軽度の鬱血を

見る．小葉間結合織は一般に増生を示し，胆管増生を見

る．仔虫卵は類洞並びに小葉間静脈内にあつて，時には

全然血管壁の存在の不明の所もある．そして特に小葉問

静脈内にある虫卵周囲結合織内には主として単球より成

る単球結節形成がありそれらは軽度の組織球，類上皮細

胞，小円形細胞を混じている．之等の単球結節は外側に

強い線維の増生を示しその外側線維間に可成りの好酸球

が浸潤している．それ故に小葉問結合織は可成り増生を

示している．単球結節形成の或るものは中心にやとエオ

ジンに淡紅染する恐ぢ＜虫卵であつたと考えられる球状

物質が存在し，その中心及びや口周囲では軽度に壊死状

で周囲に行くにつれ可成りの新生結合織が見られる. 10 

日前後のものに比して結節外側の線維増生は可成り強固

で緻密である．ー小葉間静脈乃至は結合織内に存在する虫

卵は殆んど仔虫構造を認め得ずに虫卵に相当してニオジ

ジに均ーに淡紅染したものや，未だ仔虫構造は極めて明

瞭で卵膜も同様健全なる仔虫卵も認められる．類洞内に

存在する虫卵も周囲に好酸球，類上皮細胞，単球浸潤が

認められその外側に可成りの線維増生があり周囲の肝細

胞を圧迫している．叉，時に血管内にある卵と考えられ

る物質があたかも，周辺に馬蹄形に類上皮細胞の排・:yuし

たラングハンス氏巨細胞の如き観を呈している像もあ

る．

叉，中心部にや只変形せる虫卵を認めその周辺に多数

の好酸球浸潤を認め更にその外側に単球，組織球の浸潤

があり更に最外側に輪状に結合織の可成 りの強固な増生

とその部に好酸球浸濶の認められる所もある．アザン・

マロリー染色では結節の周辺外側部•よ り結合織の強固な

比較的緻密な増生があるが内部には殆んどなく周辺部よ、

りや入伸びつ入あると云つた状態である.P.AS. 染色で

は虫卵と覚しき小葉間静脈中に存在する物質は，卵の内

部構造は消失し， P.AS.強陽性物質（微細顆粒状に均一

に染まる）がありその内部に類上皮細胞の浸入があり，ぁ

たかもラングハンス氏巨細胞様となつている．好銀線維

染色では外側に微細な好銀線維が比較的緻密に存在して

いるが結節内部には殆んど認められない．

d) 注入後 2カ月前後に於ける肝臓の肉眼的並びに組

織学的所見 -

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の大ぎさ，硬度は共に常，表面の色は赤褐色で前

記群で認められた微細白色点状物は本実験群では全く認

められない．割面に於ては赤褐色で圧出血量中等度で特

に著変を認めない．胆嚢，胆管にも著変を認めず．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は比較的整．肝細胞は一般的には常で

あるが所吋厨濁腫脹し為に類洞が狭小となり殆んど不明

瞭なる所もある．叉，淡匪明化細胞も少数乍ら認められ

る．肝細胞核は略 t正常なるもや立農縮状のもの，消失

しているもの，二核のものも時に認められる．星細胞は

一般に常．中心静脈は拡張し軽度の鬱血を見る．類洞は

所により鬱血のや入強い所や， あまり強くない所があ

る．小葉間結合織は注入後 1カ月半ではや口増生を示し

ているが 1カ月に比べれば軽度である． しかし乍ら結合

織の数が増加している．注入後 2カ月では，結合織の部

の数が更に増加しその結合織も可成り緻密で強固であ

る．虫卵結節は小葉間結合織内に見られ，中心には虫卵

は認められず主として単球，類上皮細胞，組織球が見ら

れ中心部は未だ線維の増生なく結節全体としては 1ヵ月

半では 1カ月より更に小となり外側に可成り強固な結合

織が取り巻きその部に軽度の好酸球，小円形細胞浸潤を

認める. 2カ月になると虫卵数は，はるかに 1カ月半の

ものより少数となり，結節は未だ残存してはいるが細胞

数は疎で可成りの線維増生を示す．細胞は中心部に単

球，それに混じて類上皮細胞，組織球があり更にその外

側に強い線維増生がある．中心部は卵膜及び仔虫構造の
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殆んど不明瞭な小さな球状物質があり，細胞間には可成

りの線維増生がある．中心部が乾酪化し類上皮細胞が並

びその外側に単球，組織球と云つた結節がありそして結

合餓の増生が幾重にも取り巻き極めて強固な緻密な層を

威している．虫卵が認められずに極少数の類上皮細胞と

線維の増生がある所も見られる．所によつては結節を作

らず小葉間静脈内にニオジンに淡染する均一物質があり

その内部に類上皮細胞が集合している所がありその血管

周辺部には強固な結合織が取り囲み増生している．

そしてその結合織内に好酸球，小円形細胞の浸潤が見

られる．虫卵は明瞭な卵膜や仔虫構造を有するものは 1

カ月半でも殆んどなく更に 2カ月に至ると全くなくなり

均ーにエオジンに淡紅染した類上皮細胞の馬蹄形排列を

なす物質として見られるか，単に均一のニオジン好性の

球形物質としてでのみ存在している．時に結節の中心部

がやと壊死状となり単球が球形に集合しているものがあ

り中心部に僅かに仔虫の部分的構造を認め得るものもあ

る．叉，類洞内に細胞浸潤なしに丁度単球結節の中央に

あつたと同様な虫卵が不明瞭となり均ーにニオジンに淡

紅染し中に類上皮細胞を思わしめる細胞が辺縁部に並ん

だラングハンス氏巨細胞を思わしめる細胞が見られ，そ

の周囲に軽度の線維増生のあるものも認められる． この

様な類洞内に存在する場合は周囲肝細胞を圧排してい

る．その他類洞内に巨核球を見ることがある.P.A.S. 染

色では結節中央部に P.A.S.陽性の微細顆粒状物質が見

られる．アザン•マロリ一染色では 1 カ月半では結節外側

に結合織の強い所が見られるが更に 2カ月になると結合

織が外側に強固にあって内部にも入り込んでいるものや

未だ外側のみで内部に入り込んでいないもの迄種々であ

る．好銀線維染色では好銀線維が所々少数内部に入って

いる所も見られる．

e) 注入後 3カ月或はそれ以上に於ける肝臓の肉眼的

並びに組織学的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の大きさ，硬度共に常．表面は平滑で赤褐色．割

面は赤褐色で圧出血量は中等度で著変を認めない．胆

嚢，胆管にも著変を認めない．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は比較的整．肝細胞は一般に常である

が，所々瀾濁腫脹し為に類洞が狭小となれる所がある．

細胞核は二核のものや，消失したものもあるが一般に常

である．中心静脈及び類洞内には軽度の鬱血が認められ

る．星細胞は一般に常である．小葉間結合織はや豆増生
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するも 2カ月に比すれば軽度である． しかし乍ら小葉内

の結合織の部分の数は非常に多い．虫卵と覚しき嚇質の

数は 2カ月のものより更に少数である．類洞内に細胞浸

潤を殆んど伴わずに憧かに類上皮細胞とランク‘ハンス氏

巨細胞となれる物質がありその部に結合織の増生のない

ものも見られる．叉，小葉間結合織内の血管周囲部から

周囲の肝細胞へと連続して可成り強い線維の増生のある

部がある．叉，結節が極めて小さくなり，殆んど細胞浸

潤なく，類上皮細胞と巨細胞のみそその小さな結節が中

心部を除いて殆んど結合織のみと云つたものが類洞周辺

に認められる所もある．そして結節に代つて線維増生が

可成り小さいが増加している．明らかに結節とわかるも

のでも非常に小さくそれが類上皮細胞，単球，組織球より

成り外側には 2カ月のものよりはるかに強固な緻密な結

合織で取り巻かれている．しかし中心は未だ線維は入り

込んでいず外側から線維の増生が行われている如く思わ

れる．比較的大巻な血管内に集族して虫卵の見られる部

では血管壁は可成り強く肥厚しているが，此の場合でも

虫卵形態は不明瞭で均ーにエオジンに淡紅染した球状物

質があり，これら幾つかの球状物質を取り囲んで線維の

増生が内腔に向つて伸びている．叉類洞内に矢張り巨細

胞化した物質があり周囲に僅かに類上皮細胞と線維の増

生があり周囲の肝細胞を圧排し，為に肝細胞は濶濁しや

立変形している. P.A.S. 染色では中心部に P.A.S.陽性

物質があり，叉，細く網状となつて外側に続いている

P.A.S. 詞陽性物質が見られる．好銀線維染色では結節外

側に可成り強い好銀線維があるが小さい乍らも結節内部

には入り込んでいない．注入後 4カ月では更に 3カ月よ

り結節は小さくなり外側よりの結合織が多くなる．そし

て肝細胞の所々に類上皮細胞から成る小結節が散見され

るがそれらはいづれも極めて小さく，中には線維の増生

が可成り緻密に見られるものや比較的疎な線維が入り込

んでいる様な像もある．之等は小葉間結合織及びその近

接せる肝細胞中にも見られる．そじて虫卵はまず認めら

れない．小結節の数は比較的多数で小葉間結合織に接し

た結節の部では小葉間結合織から連続して線維の増生が

ある．叉，中心部にニオジンに淡紅染する物質がありそ

の部に類上皮細胞，好酸球の浸潤がありそのすぐ周囲に

幼若な結合織が取り巻ぎ更にその外側に変性肝細胞及び

単球，組織球，好酸球の浸潤のある部が見られる．その

内にある肝細胞はニオジンに均ーに淡染し，核の消失し

たものや濃縮状になつたものが見られる．アザン・マロ

リ一染色では結合織は比較的古く強固である．好銀線維
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は結節が小さいけれども猶細胞間にはあまり入り込んで一

し、なし‘・

その他類洞内に巨核球が時に散見される．そして 4カ

月では巨細胞は認められない．

II) 正常家兎肝臓内単細胞期卵注入群

A)注入後 24時間に於ける肝臓の肉眼的並びに組織

学的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の形態，大きさ，硬度は常，表面の色は赤褐色，

左右主葉，副葉に表面より極めて微細な白色点状物が辛

うじて認め得る．割面は赤褐色． 圧出血量中等量． 胆

甑胆管に著変を認めない．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は整．肝細胞は一部に軽度の脂肪変性

を認めるのみで一般に常．細胞核もその大きさは一定で

常である．中心静脈及び類洞に鬱血を認める．星細胞の

腫大，増生は認められない．小葉間静脈及び類洞内には

明らかに卵殻内に大きな胚細胞を有する単細胞期卵が所

．々 に見られるが全く栓塞的になつている所はなく軽度の

腔が開存し血球の通過が認められる．此の様な虫卵を中

心として中等度の偽酸球の浸潤並びに周囲結合織内に軽

度の組織球，単球の浸襴が見られる．そして之等虫卵の

・ 数は比較的平均している.P.A.S. 染色に於ては肝細胞は

正常の像を示し，ギムザ染色に於ても偽酸球，単球，組

織球が見られた．

線維細胞の増殖は認められない．

B)注入後 10-15日に於ける肝臓の肉眼的並びに組

織学的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の形態，大きさ，硬度は常，表面は赤褐色で表面

より微細な白色点状物が辛うじて認め得る．割面は赤褐

色，圧出血量中等量，胆嚢胆管に著変を認めない．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索は整肝細胞は軽度の脂肪変性があるが一般

に常．細胞核， 星細胞は常で小葉間結合織は増生はな

ぃ．虫卵は小葉間静脈及び類洞に見られ，虫卵存在部に

相当して比較的大きな肉芽腫を形成しその結節は全く幼

若結合織で置き換えられ周辺部に偽酸球，好酸球，組織

球，単球，類上皮細胞がある．叉，中心部に巨細胞があ

り周辺に線維の増生を見る所もあり，中心部に存在する

卵の胚細胞の可成り明瞭なものもある．類洞内の虫卵で

は時に卵膜の外側に沿つて類上皮細胞があるのみであま

り細胞反応のないものも稀に見られる．

中心部に巨細胞がありその周囲に幼若結合織がありそ

の外側に更に偽酸球浸潤と組織球，単球の浸瀾がある所

もあるし，全く幼若な結合織のみからなる円形の結節も

ある．アザン・マロリ一染色では線維のみからなる結飾

と虫卵周囲にのみ線維の認められる結節も認められる．

好銀線維染色では好銀線維が結節全体に入り込んでい

るものや，あまり内部に入り込んでいないものもあるが

一般的に云つて比較的好銀線維が内部に迄入り込んでい

る．注入後 15日のものでは小葉間結合織は左程増生を

示しておらず内に可成り大ぎい虫卵結節を認める．それ

らは組織球が可成り多くその他，単球，少数の類上皮細

胞及び巨細胞が見られ，周囲には線維の増生は軽度であ

る．叉幼若な結合織細胞のみから成る結節もある．別の

結節では偽酸球，紐織球，類上皮細胞よりなれるものも

ありそれら細胞は比較的疎で異物巨細胞も見られ線維は

比較的弱いが内部に迄入り込んでいる．所によつて小葉

間静脈内に存在する未熟卵の卵膜に沿つて類上皮細胞が

取り囲んでその周囲に軽度の偽酸球， リンバ球の浸潤の

みで結合織の増生の殆んどないものも認められるが，大

体に於て免疫家兎の 10日前後のものに比べ結節は小さ

いし細胞成分も疎である．結節は全般的に組織球及び偽

酸球の核破粋物が多い．中心にニオジンに淡紅染する円

形物質がありその部に接して偽酸球の浸澗がありやり壊

死状でその外側に類上皮細胞，組織球がや豆疎にありそ

の周囲に鬱血の強い部も見られる. P.A.S. 染色では緒

節の中心に P.A.S.陽性物質がありその周囲より外側

に迄 P.A.S.弱陽性網状物質が認められる所もある．ア

ザン•マロリ一染色では結節に可成りの線維増生があり，

結節全体が結合織で置き代つているものもある．

好銀線維染色では微細な好銀線維が結節全体に入り込

んでいる．叉，強力な線維の入り込んでいるものも認め

られる．

C) 注入後 1カ月に於ける肝臓の肉眼的並びに組織学

的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の形態，・大ぎさ，硬度共に常．表面は平滑で赤褐

色表面より微細な白色点状物が少数辛うじて認められ

る．割面は赤褐色で圧出血量中等量．表面より認められ

た白色点状物は割面に於ては認められない．叉，胆嚢，

胆管には著変を認めず．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は比較的整．肝細胞はやゞ屈濁腫脹し

強い所では為に類洞は狭小となつている．肝細胞核は二
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核のもの多く部分的に濃縮状の核の多い所もある．中心

静脈及び類洞は軽度の鬱血を認める．小葉間結合織の増

生はないが一般に小葉内に多くの結合織が認められそれ

らは比較的小さいが線維は強固で緻密である．虫卵は数

が少くなり結節自体も 15日前後のものに比すれば円形

のものは殆んどなくや入細長く横に伸びているものが多

い，叉，小葉間結合織内に存在する虫卵で周囲に線維の

麟な増生があるがそれ程層は厚くない．叉血管内殊に

頴洞内に存在する虫卵では卵殻内部の胚細胞は明瞭であ

るが卵膜は不朗瞭で卵膜のあつたと思われる部に沿つて

単核細胞或は類上皮細胞を思わしめる細胞が辺縁に並び

あたかも巨細胞の観を呈しているがその部では殆んど結

合織の増生のない所もある．そして卵内の胚細胞も消失

して内部がニオジンに均ーに淡紅染して全く巨細胞化し

た物質も見られる．時には虫卵周辺に未だ偽酸球，小円

形細胞浸潤の認められるものがある．結節は殆んど形成

していないが，特に形成しているものでもあまり大蓉く

なく，結合織は増生してはいるが 15日前後に比べや立緻

密で全般的に小さく細くなつている．故に全般的に見た

感じでは虫卵が少なくなり，緻密な小さい結合織の部分

が正常小葉間結合織に混じて増加している如き所見を呈

している．アザン・マロリ—染色に於ても正常小葉間結

合織に混じて胆管及び血管のない結合織が小葉間に散見

しうる．そして虫卵の周辺では強固ではあるが僅かの線

維によつて取り巻かれているにすぎない所もある，好銀

線維染色に於ても略と同様の所見が見られた．

D)注入後 2ヵ月に於ける肝臓の肉眼的並びに組織学

的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の形態，大きさ，硬度共に常で，表面の色は赤褐

色，平滑で前記群に於て見られた微細白色点状物はもは

や全く認められない，割面は赤褐色で圧出血量中等量で

特に著変は認められない，胆嚢及び胆管にも著変は認め

なし‘・

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は一部にや口解離した部も見られるが

一般に常，肝細胞は軽度瀾濁腫脹がある，細胞核は大ぎ

さ一定で常，中心静脈，類洞には鬱血が認められない，

小葉間結合織は一般にはあまり増生はないが所によつて

は小葉間結合織が増生して周囲肝細胞内へ入り込んでい

る様な所も見られる，叉，小葉間結合織の近接した類洞

に接してラングハンス氏巨細胞及び類上皮細胞と少数の

結合織の増生せる部があるが結合織は可成り緻密ではあ

105 

るが層は厚くなく比較的薄い，そして此の様な細胞及び

結合織から成る結節は小さくて比較的多数に存在する，

そして虫卵はそれ自身明瞭な形態で存在することは先ず

殆んどなく，巨細胞化するか，もしくは均一硝子様化し

ている，時に前記結合織が肝細胞内に連続して軽度の線

維の増生があり，その部の肝細胞は変性崩壊している．

P.A.S. 染色では正常像を示し，アザン・マロリー染色で

は可成り微細な緻密な線維が増生し，正常小葉間結合織

以外に可政り 多数に認められる，好銀線維染色では之等

結節に可成り微細な好銀線維が入り込んでいる，

E)注入後 3ヵ月に於ける肝臓の肉眼的並びに組織学

的所見

イ）肝臓の肉眼的所見

肝臓の形態，大きさ，硬度は共に常，表面の色は赤褐

色で平滑，割面に於ては，赤褐色で圧出血量中等量．胆

嚢，及び胆管には著変を認めず．

ロ）肝臓の組織学的観察

肝細胞索の排列は一部にやい不整の所もあるが一般に

は整．肝細胞はやと濶濁腫脹し為に類洞が狭小となり不

明瞭の所もある．細胞核は 2核のものも相当多いが大ぎ

さは略こ一定である．星細胞は腫大増生なく常である．

中心静脈及び類洞には鬱血が認められる．小葉間結合織

は一般にはあまり増生していないが時に可成り増生して

いる部が認められる．時に小葉間静脈内に巨細胞とその

周囲に類上皮細胞の排列している部が認められる．結節

は2カ月に比へ は小さいが正常小葉間結合織以外‘大ぎさ

に胆管，血管を伴わない結合織の部分が可成り多く認め

られるが結合織は更tこ緻密となり細小となつている．そ

して類上皮細胞と結合織の増生が可成り緻密，強固であ

る. -

それ等が小葉内に存在する場合には周囲肝細胞は圧迫

され変性に陥入っている．叉，小葉間結合織に近くにあ

る場合には連続して肝小葉内に類上皮細胞及び線維の増

生が認められる所もある．時には何等の細胞反応なしに

血管内に巨細胞のみ存在する部も見られ，叉，組織球，

類上皮細胞から成る可成り大きい結節も稀に存在してい

るが，その場合も結合織増生は強く線維は内部に迄入り

込んでいる．虫卵は 2カ月に比べ更に少なく，存在して

いても全く虫卵と区別のつけられる物はない．多くは巨

細胞化したものとしてのみ認められる. P.A.S. 染色で

は正常像を示し，アザン・マロリ一染色では小葉内に可

成り結合織性の部が多いが線維は緻密ではあるがそれ程

多量ではない．好銀線維染色では結節の残存している場
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合では可成り徴細な好銀線維が内部に迄入っているが，

巨細胞の存在する部では周囲に好銀線維が取り巻いてい

るに過ぎない．小葉内の結合織性の部分では勿論よく発
達している．

総括並びに考按

1. 組織学的観察に於ける虫卵結節の経日的変化に就
いて

之は免疫家兎及び正常家兎に於ける結節形成に可成り
の差異が見られるので各々について説明して見たい．先
づ免疫群に於て仔虫包蔵卵注入後 24時間について先に
第一報に於て詳しく報告した所であるが，正常家兎肝臓
内に単細胞期卵を注入した場合の偽酸球の浸潤及び軽度
の組織球，単球の浸潤による虫卵結節形成に比して細胞
反応形式が異つており逝かに多量にしかも同時間内に正
常家兎群とは異なる主として単球よりなる単球結節形成
を虫卵周辺結合織内に出現する．この事は第 1報に報告
した如く取りも直さず仔虫包蔵卵内より流出する抗原様
液状物質による管外性抗原抗体反応の結果生じた細胞反
応形式であり，比較的純粋なツベルクリン型反応として

解釈し得るものである．この結果形成された単球結節は
24時間では最も多量で最も大きな結節として組織学的
に観察出来る．只24時間では線維細胞は全く増殖して
おらず単球を主とせる細胞の集団として存在するのみで

ある．之が注入後 10日-15日になると未だ仔虫卵を中
心とした小葉間結合織内の単球結節は大きさこそや入小

とはなるが比較的多く存在しておりその部では周辺に極
めて軽度の線維の増生が見られるのみで結節内部は類上
皮細胞の発生は見るけれども依然単球を主とした細胞成
分が存在し細胞間には未だ線維の増生なく周囲から内部
に向つても線維は伸びていない. 15日では結節の大ぎ
さは殆んど 10日のものとは変らず可成り多く存在し，

結節周囲にや叶線維が多くなつたと云う程度である．更
に注入後 1カ月経過すると矢張り虫卵周辺の結合織内に
は単球結節が数はやと少ない程度ではあるが依然存在し
ている．只それら結節は中心に近く類上皮細胞が 15日に
比し可成り出現している他は依然単球を主とじており，
その他にリンパ球の浸潤が加わつた状態である．線維は
15日に比し可成り外側周辺に増生し，やり厚くなつてお
りその部に好酸球の浸潤を認める．勿論類洞内に存在す

る虫卵周辺部でも同様で線維の増生を見る．線維はしか
し乍ら結節周辺部に多く増生し内部には殆んどなく細胞
成分のみである．之等所見は勿論，好銀線維染色，アザ
ン・マロリ一染色楔本に於ても同様である．注入後 1カ

月半経過しても虫卵周辺結合織内の単球結節は依然とし

て見られるが結節全体として 1カ月より小型となり数は
略刈司数であるが外側に可成り強固な線維の増生が加わ
る．そしてその部に好酸球の浸潤を認める．所によつて

は結節を作らずに仔虫卵周辺に強い線維の増生のある所

も見られる．そしてその結合織内に好酸球，小円形細胞

を見る．虫卵と明瞭に識別しうる数は極めて少なくなる．
結節は依然として中心部はやと壊死状とはなつているが

単球を主としておりそれに加えて類上皮細胞が多数出現
している．アザン・マロリ一染色，好銀線維染色でも結

節外側に可成り強い線維の増生があるが内部には殆んど
入らず所々に極めて軽度に少数の線維が入っている所も

見られる程度である．注入後 2カ月になると虫卵数は 1
カ月半より蓬かに少数となるが結節は未だ残存してい

る．しかし細胞成分は可成り疎となり線維増生が強く見

られる．結節は矢張り中心に類上皮細胞，単球がありそ

の他軽度の組織球でその外側に 1カ月半より強固な緻密
な線維により取り巻かれている． 好銀線維染色， アザ
ン・、マロリー染色では線維が未だ内部に入っていないも

のから可成り外側に強固な緻密な線維が増生し内部に入

り込むもの迄ある．注入後 3カ月では虫卵と覚しぎ数は
遥かに 2カ月より少数となる．結節は更に 2カ月より極
めて小となるが依然存在している．そして更に外側から

内部に向つて輪状に線維が増生し内部には軽度の類上皮
細胞，単球の結節となる． しかし細胞成分の残存してい
る部では未だ内部に線維は入り込んでいない．アザ‘ノ・
マロリ一染色，好銀線維染色では外側には厚い結合織が
増生しているが細胞間には入り込んでいない．そして結
節とは別に小葉内に胆管，血管を伴わない結合織性の部
が可成り増加してくるが範囲は小さい．注入後 4ヵ月に
なると更に結節は小となり細胞数も疎となり殆んど古い
緻密な結合織でとり囲まれる様になる．その他小葉内．の
肝細胞の所々に類上皮細胞から成る小結節があり内に線
維の増生の認められるものが多数見られる様になる，虫

卵は認められない．そして小葉間結合織へ線維が伸び連
続している所もある．叉，この様な小結節は数は比較的

数多く見られる．アザン・マロリ一染色，好銀線維染色
では結節内に細胞のあるものでは細胞内にのみ線維ば入

り込んでいず外側には可成りの線維の増生がある．之等
免疫家兎に於ける結節の経日的観察を綜合すると， 日数
が経過するにつれ結節は小となり外側から結合織が増生
してくるが細胞成分の残存している部では最後迄線維は
入り込まない．次に正常家兎群では注入後 24時間では
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第 1表 虫卵注入による肝の組織学的所見
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縮
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・
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壁
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杜
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廿
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廿
士
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＋ 

非免疫群

日
月
月
月

カ
カ
カ

1
0
1
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3
 

―
―
士
＋

一
士
一
士

-
+
―
―
―
 

士一十＿十一十
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士
―
―

+
+
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―

1
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士
十
廿
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士
一
十
一

+
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+
＋
-
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＋
士
―
―

士
干
―
―

+＋
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+
＋
+
 

廿
＋
＋
廿

廿
＋
＋
＋

曳卵の周囲或は卵殻に密着して中等度の偽酸球の浸潤と

周囲結合織内に組織球，単球が認められ，それらは虫卵

の存在部に一致して必発せる反応型式である． 注入後

1()月-15日前後では 24時間後に出来た結節部に一致し

て大ぎな肉芽腫を形成しておりその結節は全て幼若結合

織性細胞で置ぎ代つており周辺部に偽酸球，好酸球，小

円形細胞浸澗が見られるものや，組織球；類上皮細胞か

ら成る結節もある．アザン・マロリ一染色，好銀線維染

色でも結節内部には幼若な線維がある． ”

しかし虫卵周辺にのみ軽度の線維の増生したものも見

ちれる． 注入後 1カ月では結節は 15日の頃の円形のも

のはなく細長く， しかも結合織は強固で緻密となりそれ

らは小葉内に多数存在している．叉一方未だ認められる

虫卵の周囲に結合織の増生のあ乞ものも見られる．一般

的に云つて結節は細胞成分なく強固な線維のみである．

注入後2カ月では更に 1カ月の結節より小となり結合織

のみで小葉内に多数見られる．アザン・マロリー染色， r

好銀線維染色でも細胞成分は殆んどなく線維のみであ

る．虫卵は殆んど見られない，．注入後 3カ月では 2カ月

と略と同様の胆管，血管を伴わない結合織のみから成る

結節が小葉内に見られ更に小となり極めて線維は古く緻

密である．稀に残存している虫卵と覚しぎ物質の周囲に

線維が取り巻いて増生している所も見られる． ｀ 

2) 虫卵の経日的観察 ‘

免疫群及び正常家兎群共に 24時間では卵殻，卵内構

造の明瞭な虫卵が小葉間静脈，類洞に見られるが， 10日

では可成り明瞭なものや，卵殻の不明瞭で内部の構造の

認められないもの迄見られ，卵膜に沿つて大型単核細胞

や，核の月型で胞体の殆んど認められない細胞が卵膜に

沿つて密着もしくは侵入しそれが馬蹄形もしくは楕円形

に排列し，恰もラングハンス氏巨細胞様となるが，その

様なものでも内部の卵構造は一部残つているものがあ

る． しかし虫卵は可成り見られる．注入後1カ月になる

と虫卵が可成り明瞭に認められるものや全然ニオジンに

均ーに淡紅染し内部構造の不明なもの迄あり，ラングハ

シス氏巨細胞様，・異物型巨細胞様となった球状物質とし

て見られるものもある．叉，全然結節内で均ーに硝子化

した球状物質としても認められる. 1カ月半では虫卵と

認められるものば極めて少なく殊に明瞭な卵膜及び卵内

構造を有するものは殆んどなく，殆んどが均ーにニオジ

ンに淡紅染した類上皮細胞の集合した物質や，類上皮細

胞の集合のない硝子化した球状物質として見られるのみ

である. 2カ月では虫卵は殆んどなく前記同様物質とし

て見られる、 3カ月では虫卵と覚しぎものはなく矢張り

巨細胞化したもののみ見られる．．そして之等の所見から

して 4カ月の経過の後に虫卵は殆んど完全に吸収された

と考えられる．

扱て従来寄生虫卵によつて肝臓に発生する病変は肝の

吸虫類，就中， 日本住血吸虫卵によるものが最も著明な

病変として報告されているが之等日本住血吸虫症につい

ては実験病理学的，病理解剖学的，血液学的，血清学的

並びに臨床的にも古くより詳しく研究されてぎた．競在

ではその予防法と相侯つて殆んどその研究は完成されつ

とある現況である． それらに功績のあつた入達に，桂
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その他数多くの人達がある．そこで之等貴重な報告を総

括して述べる事としたい．殊に実験的に日本住血吸虫症

を動物に発現せしめその葱性期並びに慢性期に於ける症

状及び各種臓器に於ける肝の病理組織学的所見は著者の

実験と相侯つて興味ある所である．即ち西川 (1955)は実

験的に動物に日本住血吸虫を感染せしめてその急性期，

慢性期に於ける肝臓の病理組織学的所見を詳細に報告し

ている．それは惑染後4-5迦目頃の急性期に於ける肝

の変化は肝細胞の限局壊死，出血，肝細胞のi厨濁腫脹等

が主な所見で之等病変をアレルギーの介在の下に生起さ

れる肝病変であるとしている．勿論其の発症の原因は虫

体の産出する新陳代謝産物に原因する事が最大ではある

が一面には虫体自体及び其の産出する虫卵の機械的刺戟

にも原因する事は勿論である．そしてその後腸壁に産卵

された虫卵の一部は血流により肝臓に送られ介在し，為

に肝自体は肥大を来してくる．そしてこの様な急性症を

繰り返えしたものは遂には特有な慢性症を招来し肝碩変

症を起す．即ち肝は虫卵性肉芽性炎を起し間質は肥厚し

実質を圧迫萎縮させ所謂寄生虫性肝碩変の像を呈してお

り虫卵結節を中心としてグリソン氏鞘は著明に増殖し肝

小葉に及ぶ．その他母虫の介在及び排出する物質により

実質細胞の壊死，円形細胞の浸澗が来る．特に仔虫包蔵

卵の周囲には好酸性の放射物質が見られる事から之は虫

卵の排出した物質であろうと云われている．之等は第 1

報に報告した如く仔虫包蔵卵及び未熟卵の肝臓内注入に

より虫卵を中心とせる細胞反応の異なる結果を得て確認

し得たので日本住血吸虫卵によつても斯くの如き所見を

得られる事は容易に想像しうる．叉，虫卵は死滅すると

内容が不明瞭となり細胞並びに構造は朦朧となり終には

全然崩壊して卵子の内容は徹細顆粒状物で充たされて終

う．そして此の様な内容の崩壊現象に伴つて卵殻は破壊

されその間隙から遊走細胞が侵入し時に巨細胞と思われ

るものを見，遂に結締織性細胞，淋巴球，プラスマ細胞

を見る．そして最後に石灰化を来たすとし，組織其物の
変化は虫卵は白血球集団によつて囲饒され之に結合織の

増生を伴うものと，虫卵を中心として類上皮細胞の分裂

増殖を起し或は巨態細胞を伴つて所謂異物性結節を作る

としている．そして虫卵の性状によつて病変に差異があ

りその変化は仔虫包蔵卵に於て最も強いと総括している

（宮川の臨床入体寄生虫病学より引用）; -

この他に肝に虫卵性結節を作るものに胆管に棲息する

鍔形ニロ虫，門脈系統内に寄生するマンソン住血吸虫の

虫卵による肝の結節，叉，肝臓胆管に寄生する肝蛭等が

ある．それ等はいづれも虫卵性肉芽性炎を生起する事は

疑いのない事実であるが大体日本住血吸虫に類似の紐織

変化を来たす．只胆管に棲息する場合は胆管を中心とし

て叉，門脈内に棲息する場合は血管周辺に結合織の増生

する事は論をまたない．殊に箆形二口虫に於ける肝の変

化に於いても山極，桂田その他の詳細な研究によると，

この場合でも病変を由来する主要な原因は虫体の寄生に

よる肝管の充塞とそれによる胆汁の鬱滞並びに虫卵によ

る器椋的作用及び虫卵の排出する物質により惹起せられ

主として胆管の拡張，肥厚と結合織の増生及び小円形細

胞浸濶があり之が小葉内に樹枝状に放射し叉管腔に向か

つても肉芽組織が突出する． そして肝実質細胞にも変

性，壊死を来たす．その後も漸次，肝実質細胞は解離消：

失し結合織でおきかえられ肝は硬くなり寄生虫性肝硬変

を来たすとされ前記の日本住血吸虫症の場合の血管を中

心とせる反応に対し，胆管を中心とせる反応を起したに

過ぎない所見を報告している．この様な変化は大体肝に

寄生する虫卵の種類を問わず大体共通した所見である．

鯛虫卵については比較的肝内に虫卵を認めることは稀で
はあるが現在迄桂田 (1903),片山 (1904),高安(1905),

三宅(1924),安楽(1934),柿崎(1952),黒岩 (1952)等に

より報告されている．即ち桂田 (1903)は剖検に際し胆管

に一条の錮虫を発見し一部に石灰の沈着のある灰白色結

節が数個あり怜も護談腫結節の観を呈したとし，組織学

的観察に於て錮虫卵の存在を見た．叉，高安(1905)も同

様肝臓表面に指頭大の凹陥部を見，割面に灰白線維組織

の星芭状をなし恰も獲誤腫様結節を 1個認め鏡検上増殖

せる結合織により包囲された壊死巣があり，内に蛋白質

被膜を失える錮虫卵を認め，円形細胞浸潤及び新生結合

織細胞が集積し血管及び胆管の硝子様変性，結合織の増

殖があるとしている．文， Makai(1922) も錮虫性肝臓膿

瘍の一治験例を述べ肝切開部より錮成虫 5疋及び成熟卵
子を認めている．叉， Veit(1922)も49歳の女子の剖検

により肝の横断面に多数の小膿瘍あり肝実質内に錮虫と

肝内胆道に蝠虫卵を見出している．之等の人々はそれぞ

れの寄生個所によりその侵入経路を証拠に血管並びに淋

巴道説，胆道説を上げているが，いづれにしても一元杓

に説明出来ない様である．

その他三宅(1924)は同様肝‘の試験切片で増殖せる結合

織より包囲された病巣があり内に蛋白質被膜を失える銅

虫卵を見，虫卵の周囲に小円形細胞或は新生結合織細胞

集積し，時に異物巨細胞並びに好酸球の浸潤を認めてい
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：る．安楽(1934)も雌性錮虫の胆道内侵入により栓塞を起

し胆汁の鬱滞及び胆管の拡張を来たし，その末梢部に虫

卵が嵌入し膿瘍及び結節形成の起つた例を報告しその結

節形成を 4型に分けている．即ち 1型は初期病変に属す

るもので胆管の一側に限局性の小結節を作り主として淋

巴球のみより成る結節で，第 2型は結節が 1型より少し

く大で中心部は類上皮細胞乃至は幼若なる結締織細胞よ

り成る．第3型は第2型より古く中心部は細胞成分に乏

しく結締織線維，陳旧性結締織細胞核，少数の類上皮細

胞よりなる．第 4型は中心部は膿瘍を形成し之を内線維

層囲饒し膿瘍中に受精卵を見るとしている．黒岩(1952)

は48歳女子の剖検例で肝は中央に拇指頭大の緑褐色の

病巣ありその部は微細顆粒状を呈すと述べ組織学的所見

ではグリソン氏鞘は限局性に強く増生し胆管に上皮細胞

の増殖，壁の肥厚， リンバ球の浸潤を見，結節と見られ

た部は中央に凝固壊死巣があり周辺に主として類上皮細

抱に一致する大単球，線維芽細胞，異物性巨細胞よりな

る淡明層ありその周囲に大単球， リンバ球，好中球次い

で最外層の結合綿埠i殖著しいとしており病巣の中央主と

して壊死巣内に多くの寄生虫卵が認められたと報告して

いる．この他肝臓に錮虫叉は錮虫卵の迷入した例は多く

外国では Generisck, Vierordt, Schenthauer, Virchow, 

Wilheln, Fi.ielleborn, Motta, 我が国では朦鵬長尾，内

田，東原，藤田， 近籐， 佐野， 今村，加籐，藤浪，家

田，平井，神保，福士， 入江等で膵臓では Seyfarth,

Bonnin, Soprazis, 石川，室谷，泉，長沢等がある （安楽

論文より引用）．それ等も略 t同様虫卵結節を認めてい

る．叉，佐蕨(1955)は膵管より鯛虫卵を注入し 2日,...,4日

後では出血，浮腫，壊死，多核白血球浸潤を認め 7日， 10

日で結合織が増生の度を増加し 1カ月で虫卵結節を作

ると述べている．最近柳井(1959)は各種鯛虫卵を腹腔内

に注入しその運命について観察し投与された銅虫卵は腹

腔内で被包され虫卵結節を形成し結局は虫卵は変性し崩

捩，吸収されていく様に見られると報告している．そこ

で著者は実験成績を之等症例報告の組織学的所見と対比

し乍ら考按して見たい．即ち前記報告例は殆んどが人体

解剖例又は試験切片での鏡検例であつて実験的に注入し

たものは少ないが先に第 1報で報告した如く仔虫包蔵卵

エキス免疫家兎と正常家兎での虫卵を中心とせる細胞反

応は異なる事実を先ず上げたい．清水(1958)の錮虫卵に

よるアルサス現象で最も抗原性の強力であると確認され

た仔虫包蔵卵エキスは第 1報で確認した如く天野 (1948)

の二系性免疫論の基礎の上に立つた浜本理論 (1958)から
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組織親和性抗原抗体反応を起す抗原として主として肝に

於ては間質結合織を感作し，一定感作後壼動仔虫包蔵卵

注入により卵内抗原様物質の流出により主として間質結

合織内に単球を主とせるツベルクリン型組織反応を呈す

る事を述べたが同時に正常家兎内に単細胞期卵注入に際

しては主としエ偽酸球を主体とせる異物性炎を生起する

にすぎない．この事実から臨床例及び最終の組織状態の

みより推定する剖検例及び実験的に未免疫動物に錮虫卵

注入のみでは判断し得ない反応形式を得たと確信する．

即ち明らかに免疫家兎と正常家兎では虫卵を中心とせる

細胞反応が異なり仔虫包蔵卵ニキス免疫家兎肝臓内仔虫

包蔵卵注入群では比較的純粋な抗原抗体反応としての単

球結節を早期にしかも多量に出現する．云い換えれば之

が出発点である．之は浜本(1958),杉安(1958)が椋鳥住

血吸虫セルカリア再惑染の際の単球反応を呈する事実を 、

報告したものと全く一致し，叉，この際出現する好酸球

の態度については田部 (1958),神宝(1958)によ り詳しく

報告されている所である．之に反して正常家兎では純粋

な異物炎として出発する．之に伴なう詳細な組織学的所

見は第 1報 (1959)に述べたので重複を避ける事とする．

そこでその後 10日， 15日， 1カ月， 2カ月， 3カ月， 4-

カ月と経日的vこそれぞれ免疫家兎群，正常家兎群を撲殺 ~---···

し肝の組織学的観察を行つた．この結果，免疫家兎での

単球結節は日数の経過と共に外側より幼若結合織が増生

し，その厚さを増すと共に単球結節は類上皮細胞出現が

豊富となり単球の数を減少し単球結節の大きさを縮少す

る．そして 4カ月に至れば単球結節は殆んど類上皮細胞

と幼若結合織でおきかえられるが中心附近には未だ単球

が残存しており外側の結合織の厚さはいよいよ増加する

が結合織自体の大きさは左程大きくなく強固で緻密とな

つた観を呈する． しかし乍ら早期のものでも 4カ月でも

細胞の存在する限りは結節部には線維は入り込まない．

これに反して未熟卵注入群では異物性炎を以て始まり

10日後にはすでに虫卵周囲の滲出細胞結節は幼若な結

合織細胞で完全に置換して蓼出細胞成分はなく最外側に

偽酸球，好酸球， リンバ球が存在するのみである．かと

る所見は感作された間質結合織と仔虫包蔵卵注入により

卵内より流出する抗原様液状物質との間の反応が仔虫卵

が完全死滅に至る迄持続し卵殻内物質の消化，完全吸収

に及んで終息するものと思われ，その卵内液状物質の流

出が絶えず細胞反応を惹起し，為に結合織の増生ぱ細胞

内に及ばないが，液状物質の減少と共に外側より細胞反

応は減少し結合織の増生を見ると考察し得る．一方，未熟

(109) 



llO 

な卵では卵内液状物質はないか，少くとも少量であるの
がその卵殻の厚さ及び胚細胞の未分化状態及び静止状態
更に附随する細胞反応形式から推定し得るので，滲出細
胞の減少と共に幼若結合織の増生を早期に見ると解釈し

うるものであろう．勿論この間， 日本住血吸虫症並びに
錮虫卵での安楽(1934)の報告での如く結節に種々の型式
のある事は成績の如くである． しかし乍ら膿瘍を作る事
は皆無であるし， 4カ月では石灰化を認める事もなく時
に免疫家兎群で未熟卵の混入に•よる滲出細胞反応や，仔
虫卵の周囲に早期に単球反応を認めず，むしろ正常家兎
群の単細胞期卵と同様の幼若結合織で囲饒される様にな
る事はある．しかし之等は仔虫卵でも変形及び変性仔虫
卵に多い事から恐らく注入直前叉は注入直後に死滅した
故に異物性炎形式から早期の結合織増生の経過をとつた
ものと解釈し得る．叉，結合織の増生の差異は前記の如
くであるが，共に結合織の増生範囲はむしろ日数の経過
につれ縮少して行くのが特徴である． しかし乍ら結合織
の増生の範囲は縮少してはいくが結合織の量そのものは
最初の幼若なものに代つて日数と共に可成り強固緻密に
なつて行くのが好銀線維染色，アザン・マロリ一染色で
明瞭である．殊に正常家兎群では早期に虫卵周囲に幼若
な結合織の増生を見るのでその経過は明瞭となる．之等
の事と今一つ重要な事は日本住血吸虫，箆形ニロ虫，肝
蛭及び人体症例での肝の錮虫卵迷入例に於ける所謂寄生
虫性肝顔変の形成されない事である．共に小葉内肝細胞
内に結合織性の部が多数存在すれども決して肝硬変の像
ではないし叉肝表面も微細顆粒状でもなく，注入卵殻も
5万個で決して少量とは云えない．著者の実験成績か
ら， これらの点を考察すると日本住血吸虫症の場合でも
前記の如く急性期を数回繰り返して後，遂に慢性症を招
来すると報告にあるが雌性錮成虫寄生ならいざ知らず単
に虫卵のみを 1回比較的多量に注入したのみでは反復惑
染の恐れがないために既存虫卵の結節形成及び虫卵の吸
収のみに終り，遂には虫卵部のみが結合織性の部になる
結果となつたと考えられる．つまり肝硬変症を来たす誘
因としては虫卵による門脈栓塞によるか，さもなくば重
複感染或は雌性錮虫成虫の肝内存在による虫卵持続産出
によるかでなければならないのであろう. 1回注入のみ
では免疫家兎肝臓内仔虫包蔵卵群では早期に単球結節を
形成し，卵内の液状物質による内部の持続的細胞反応に
より結節外側より結合織の増生を見，その縮少すると共
に結合織は強固，緻密になるに過ぎず，正常家兎肝臓肉
単細胞期卵注入群では早期の異物性炎像から比較的典型
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的な虫卵性肉芽腫を形成し早晩その結合織も縮少緻密に
なるに過ぎない．

只，虫卵の変性過程は日本住血吸虫卵及び人休症例で
の錮虫卵の変性過程をたどる．即ち注入後共に 24時間
では注入前と同様卵殻，胚細胞，一方仔虫卵膜，仔虫形・
態仔虫構造は殆んど保持されるが 10日ではすでに内
容が不鮮明となり細胞並びに構造は朦朧となり 15日で
は全然崩壊して卵内は硝子様化し均ーにニオジンに淡紅
染する．叉時に単細胞期卵では卵殻は全然認められずに
核だけが比較的明瞭に血管内に存在する場合がある．ー・
般に虫卵は日数の経過と共に内容は全く硝子化し，時に
微細顆粒のみになる． • そして 15 日では卵殻が不明瞭と
なり卵内でしかも卵殻に丁度沿つて楕円形或は馬蹄型，
時には中央に核の月型で比較的クロマチンの乏しい丁度

結核結節に見られる類上皮細胞と全く類似の細胞及び怜
も内皮細胞の如きや叶紡錘形細胞が排列し，ラングハ:J

ス氏巨細胞或は異物巨細胞となる．この事は虫卵が巨絋
胞化する事を示している．時に類上皮細胞に混じて比較
的大型の単核細胞が侵入している事がある．之は全く血
液単球と類似で円形で核が楕円形或は腎形をした単核細
胞である．類上皮細胞の出現は実験的日本住血吸虫症，
鯛虫症に於てもその虫卵結節部に出現する事は新しい事
ではない． しかし乍らその発生機転に関しては比較的興
味ある問題である．即ち結核性類上皮細胞の由来につい
ては多くの研究者達により追求されて現在迄研究が続け
られているが， Sabin, Doan, Forkner, 天野，平田，塚
田による単球由来説， Oppenheimer, Evans, Bowman, 
Winternitz, 清野，赤綺の組織球性細胞より転化すると
せる説．単ーな細胞より由来するもの、でなく組織球及び
単球より由来すると二元的に考えている Aschoff,Pagel-
Henke, 奥田，菩堤寺．土田，武田等の説がある（赤綺論
文より引用）．最近赤崎 (1958)は鯛虫卵及びその分劃に
よる炎症性反応の細胞学的並びに組織酵素化学的研究に
於て家兎背部皮下結合織内に豚錮虫卵を注入し経時的に
観察し 1週間経過すると単球及び組織球より由来する類
上皮細胞が出現するとし二元説を支持している．武田及
びその門下(-1954)はアレルギ一性肉芽腫に関する実験病
理学的研究に於て種々なる物質を用いて結節を形成し，
類上皮細胞化に関して詳細に報告し，特に寄生虫に関し
ては鯛虫卵で家兎を充分に感作したものに錮虫卵を投与・
すると 1適間以内に多数の類上皮細胞性肉芽腫を形成す
るが正常家兎に鯛虫卵を投与しても類上皮細胞が出現し
ないと述べて錮虫卵性類上皮細胞の発生も個体のアレル

(110) 



写真説明

1 免疫家兎肝臓内仔虫包蔵卵注入群，注入後 10

-15日で結節の大きさは依然として大きく

単核細胞により囲燒され中心部に酪度の類上

皮細胞の出現を見，線維の増生は未だ認めら

れない. HE. 染色， 200倍

2 同群，注入後 10日-15日では好銀線維は結節

内部に殆んど入らず細胞成分のみによって結

節は占められている． 好銀線維染色， 200倍

3 同群，注入後 2カ月に至るも結節は存在し，

大きさは大分小型となるが未だ細胞成分は多

ぃ．中心部は硝子様化し，類上皮細胞の出現

を見る．猶この頃には周囲に結合織の増生を

見る. HE. 染色， 200倍

(111) 
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4 同群， ・矢張り注入後 2カ月で，中心部に硝子

様物質及び類上皮細胞の出現を見，周囲に可

成り豊富な結合織の増生している所もある．

周囲肝細胞内へも騒度線維は伸びている．

H.E. 染色， 200倍

5 同群，注入後 3カ月でも中心部の細胞反応は

依然として少数ではあるが存在し，周囲結合

織の増生を見る. H.E. 染色， 200倍

6 同群，注入後 4カ月では結節は殆んど類上皮

細胞及び結合織細胞のみより成り，線維は緻

密強固となり肝小葉間結合織へ伸びている．

H.E. 染色， 200倍
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写真説明

7 正常家兎肝臓内単細胞期卵注入群では虫卵を

中心として 10日-15日後には幼若結合織が

新生している．比較的稀に見る大結節.HE. 
染色， 200倍

8 同群．比較的稀に見る大結節中の好銀線維は

結節内部に可成りよく入り込んでいる．好銀

線維染色， 200倍

9 同群．中心部は硝子様化してはいるが線維は

結節内部に強く増生し，結節は益々小とな

る. HE  .. 染色， 200倍

(112) 

10 同群．注入後 3カ月では結節は極めて小と
なり類上皮細胞及び緻密な結合織のみとな
る. HE. 染色， 200倍

11 同群．注入後 15日に多数に認められる巨細
胞で，辺縁部に類上皮細胞が馬蹄型に排列
している．周囲に結合織の増生を認める．
HE. 染色， 400倍

12 同群，注入後 1カ月に稀に見られる卵内胚
細胞の明瞭な虫卵で，卵殻に沿つて類上皮細
胞，大型単核細胞が見られ，周囲の結合織
は可成り増生している. HE. 染色， 200倍



ギー化により単球及りゞ 組織球性細胞より類上皮細胞が発

生すると述べ之等の類上皮細胞性肉芽腫がその抗原性病

原体に対する慢性軽度のアレルキニ・反応の組織表現であ

り又同時に慢性の中等度持続的のアレルギー性免疫の組

織表現である事を明らかにしている． しかし赤崎はこの

二元説を支持はしているが正常家兎に於ても 7日-2週

間でやはり組織球或は単球から類上皮細胞の出現する事

を認め，武田の正常家兎に錮虫卵を投与しても出現しな

いと云う報告とやと反した結果を出している．叉，赤埼

は銅虫卵により発生する類上皮細胞はまず顛虫卵が初期

に蓼出する顆粒白血球の攻撃を受ける事により特に顆粒

白血球の有する蛋白分解酵素の作用により其の卵殻が破

懐され虫卵内の類上皮細胞化を促がす物質が組織内に放

出されこの物質を単球及び組織球が貪喰する事によりそ

の処理，消化の過程に於いて類上皮細胞が起ると考えら

れるとし， その有効性物質として Phosphatidを上げて

いる．著者の実験に於ては特に類上皮細胞の考察を行つ

たのではないがその巨細胞形成並びに類上皮細胞形成に ，

関して少しく言及して見たい．先ず虫卵自身の巨細胞化

については殆んどがラングハンス氏巨細胞である事と卵

殻に沿つて出現する細胞は全く類上皮細胞と類似でその

他の白血球， リンバ球の細胞は侵入していない．特に虫

卵は早期即ち 10日-15日では多少卵内の胚細胞，仔虫

構造を一部認めるものがあるがその後日数を経過するに

つれ全く卵内は硝子化してくる．叉その初期に於ても卵

殻に沿つては浸潤はあるが卵内に好中球， リンバ球が侵

入している像もない．そして虫卵は血管内にある事が赤

埼の実験と異なる点でその点結合組織内の虫卵とは違い

早期に組織球の侵襲は受けないし叉血管内に組織球の出

現は当然全く見ない事から血管内にある単球殊に免疫家

兎肝臓内仔虫包蔵卵注入群の場合には類洞内血液中に単

球の増加を認めるし，叉，単球結節も形成している故に

血液中には軽度の好中球と単球と云う事になる．そして

この単球が虫卵の破壊と共に卵内に侵入し，それが類上

皮細胞化したと考えるのがその細胞学的見地からも妥当

であろう．卵内に存在する類上皮細胞に混じて存在する

細胞も全く単球と類似であるし，肝内貪喰細胞である星

細胞とは細胞学的には同意出来ない．叉，正常家兎群で

も15日で既に多くの巨細胞を見るがこの場合も反応当

初には偽酸球の浸潤と周囲結合織内に組織球，単球の浸

潤があるが， 15日では虫卵が血管内でしかも卵内が硝子

化しているとは云え明らかに血管壁は明瞭で破綻もな

い．この点偽酸球の浸潤が多数であつた事は認めるが
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15日で卵内に偽酸球と考えられる細胞もなく核崩壊物

質もないので血液中の単球の侵襲を受けそれが類上皮細

胞化したと考えられる．叉同時に卵内中央に大型単核球

の3-4個の集族した像も見られるが之も核は全く単球

と類似しているしそれ迄にも組織球と思われる細胞を見

る事もない．之等から恐らく変性過程にある虫卵が死滅

して反応当初の白血球による蛋白分解酵素により卵殻が

破壊されそして同時に血液中の単球が侵入し類上皮細胞

化或は巨細胞化を成したと組織学的所見から云えるので

はないかと思われる．寄生虫性異物巨細胞の研究に関し

ては小笠原(1955)は寄生虫性膵臓炎に於ける観察でその

形成過程を観察し単球由来による巨細胞化を報告してい

るが只その場合佐籐 (1953),宇野 (1953) の好中球~(移

行）→単球ー（融合）→巨細胞の説をもつて説明するのが

最も適切であると考えている様でやと著者の考察とは異

なる様ではあるが興味深い所見である．

結論

1) 仔虫包蔵卵エキス免疫家兎肝臓内に仔虫包蔵卵

を，叉正常家兎肝臓内に単細胞期卵を注入し経日的に肝

臓の肉眼的並びに組織学的観察を行つた．

2) 免疫家兎では早期に多量形成された単球結節は日

数の経過と共にその細胞数並びに結節の範囲を減少し，

それと共に外側より結合織の増生を見，細胞内には線維

の新生を認めない． ． 

3) 正常家兎では注入当初の異物性炎は速かに消褪し

10-15日で虫卵性肉芽腫を形成し周囲は全く幼若結合

織で包囲、される．

4) 免疫家兎では 4カ月に至るも単球結節は小型乍ら

残存し，外側結合織の増生は認めるが細胞間には線維の

新生を未だ認めない．

. 5) 正常家兎では 1カ月で遥るかに結合織は強固緻密

となり 3カ月ではむしろ結合織の部の範囲は縮少し緻密

強固となり小葉内肝細胞内に多数認められる．

6) 免疫家兎， 正常家兎共 10日ですでに類上皮細胞

並びに巨細胞を認める．

7) 仔虫包蔵卵注入によつて惹起された比較的純粋な

管外性抗原抗体反応は卵内抗原様物質の可成り長期の流

出により結合織内の反応を持続せしめる．

8) 只 1回の肝臓内一定数虫卵注入によつては虫卵性

肝硬変症は生起しなかつた．

稿を終わるに当叫終始御指恐並びに御校閲を賜つた

浜本教授に衷心より深謝致します．

(113) 
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EXPERIMENTAL PATHOLOGICAL STUDIES ON THE GRANULOMA BY 
ASCARIS EGG (3) ON  THE PERIODIC OBSERVATIONS 

OF THE GRANULOMA BY ASCARIS EGG 

FUMIAKI NAKAMURA 

(Department of Pathology, Osaka Medical College, Takatsuki, Osaka Prefecture) 

An experiment was made on tFie periodic observations of the granuloma by ascaris egg. 
Rabbits were sensitized with extract of ascaris larval stage egg. Ascaris larval stage eg~ 

and one-cell egg were injected respectively in portal vein of sensitized rabbits and unsensitized ones. 
In the histologic.al examination of sensitized rabbits, 10 days after the injection, mononuclear 

cell nodes were still seen remarkably and fibrosis were not yet developed in the liver of rabbits 
which were injeted ascaris larval stage egg. 

30 days or 2 months after, the nodes became smaller than on 10 days and. fibrosis was seen 
around the nodes. 

On the contrary in unsensitized rabbits which were injected ascaris one-cell egg, 10 days 
after the injection, the granuloma were seen in the liver already and the degree of fibrosis were 
strengthened. 

After 3 months, remarkable fibrosis was seen in the lobulus. Giant cells and epithelioicl 
cells were seen from 10 days to 3 months in both sensitized rabbits and unsensitized ones. 

The cirrhosis of the liver were not observed by the single provocative injection of ascaris-
egg. 
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